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エコアクション 21 
2021 年度 環境経営レポート 

（対象期間：2021 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2022 年 9 ⽉ 30 ⽇） 

 
株式会社コアブリッジ 

２０２2 年１０⽉ 1 ⽇制定 

 
 
 
  



 2 

⽬次 
 

社⻑挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
経営理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
会社概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
事業内容の紹介・・・・・・・・・・・・・・・ ・・  
環境⽅針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
環境システム組織図・・・・・・・・・・・・・・・ 
環境負荷・⽬標及び達成状況・・・・・・・・・・ ・ 
環境活動の評価・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 
環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価・・・・ ・ 
評価と⾒直し・総括・・・・・・・・・・・・・・ ・ 
 

  



 3 

社⻑挨拶〜TopMessage〜 
「地域を守り、地域と共に育ち、尾道の誇りとなる企業へ」 

 

現在⽇本は想像を遥かに超えた災害に⾒舞われ世界でも屈指の災害国とな

り、ここ尾道も 2018 年⻄⽇本豪⾬で未曾有の被害を受けました。 

年々異常気象、⾃然災害は増えていき、更にはコロナウイルスによる感染

拡⼤により、⼈々の命や、かけがえのない財産が失われました。 

コアブリッジは真の防災推進事業として、「信頼できる我が家のコンシェ

ルジュ」そして「信頼できる地域のコンシェルジュ」となり、防災シェルター

の更なる普及、そして住環境を通じてそこに“守り抜く”という選択肢を増やし

ます。 

地域の皆様の安⼼、安全を守るため、地域に根差した企業づくりを⽬指し、

お客様、社員、協⼒会社様、全てが⼼から笑顔になることを”こころえて“邁進

して参ります。 

今後とも末永いお付き合いの程、宜しくお願い致します。 

 

 

代表取締役社⻑  坂⼝ 公彦 
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経営理念 
 

●私たちコアブリッジは、お客様の⼈⽣を豊かにし、最⾼の笑顔と結果を

実現させます。 

 

●私たちコアブリッジは、真の防災事業を通じて、地域に密着し、国籍関

係無く、⼦供からお年寄り、障がいを持たれている⽅々全てを守り続けま

す。 

 

●私たちコアブリッジは、⽴場役割に関係無く、学びの姿勢を常に持ち、

同じ志を持った同志で在り続けます。 
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会社概要 
● 会社名       株式会社コアブリッジ 

● 代表者       代表取締役社⻑  坂⼝ 公彦 

● 所在地       〒722-0052 尾道市⼭波町 2301-7 

● 設⽴年⽉⽇     平成 29 年度 10 ⽉ 5 ⽇ 

● 事業内容      建築⼀式⼯事 害⾍駆除 抗菌サービス 

● 従業員数      4 名   

● 売上⾼       1 億 7 千万円 2022 年度 

● メインバンク    広島銀⾏ （取引⾦融機関）⽇本政策⾦融公庫 
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事業内容の紹介 

1. 防災シェルターの販売・・・⼤切な健康と命を守ります。 

ウォーターバリア           O₂シェルター 

 

2. 家屋診断調査（シロアリ対策・家屋補強） 

昨今、地震等災害が頻発している⽇本において、防災の観点から、 

床下、屋根裏等普段確認できない箇所の調査を実施し、対策をご案内致し

ます。森林保護の観点から⾒ても消毒・補強は重要です。 
 

⽩蟻による被害から⽊材を守る 地震による柱の抜け防⽌ 
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3.断熱塗料ガイナ  

 塗るだけで 寒い 暑い 臭い うるさい といった様々な問題をロケッ

トの技術を応⽤された断熱セラミック塗料です、地球温暖化への CO2 削減に

貢献します。 
 施⼯例 

 

4.新築設計施⼯・キッチン⽔回り・外構⼯事 

新築設計・施⼯からリフォーム全般、外構⼯事の実績も豊富であらゆるご

相談に対応可能です。材質は地球に優しいニドムエコ※SGEC 認証製品を使

⽤推進しています。 

5 抗菌サービス 
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接触感染から⾝を守るため、抗菌対策をこれからの“ニューノーマル”として 

他の住環境商品と合わせて施⼯しています。 
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環境⽅針 

基本理念 
私たちは建設業に携わる者として、環境に配慮した事業活動を推進し、社

員⼀⼈⼀⼈が限りある資源を⼤切にし、循環型社会に適合した環境経営を⽬

指します。 

⾏動指針 

●⽇常業務における⾏動指針 

① 省資源・省エネルギーを推進します。 

② 資源の有効利⽤を⾏います。 

③ 環境教育を実施します。 

④ 法令等を遵守します。 

●建築業務における⾏動指針 

① 既存建物を壊さず再⽣するリノベーションを推進します。 

② 災害から既存建物を守るため、床下天井の消毒、補強を推進します。 

③ ⾃然素材を使⽤します。 

④ 3S（清潔・整理・清掃）を徹底します。 

2022 年 10 ⽉ 1 ⽇ 

株式会社コアブリッジ 

代表取締役社⻑  坂⼝ 公彦 
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環境システム組織図 

各部署の役割                       

●営業      環境に配慮した営業活動 顧客への情報提供 

          ⽇報への⾞両⾛⾏距離の⼊⼒義務化 

（エリア・ルートの⾒直し・地域密着） 

●⼯事（環境管理責任者）      施⼯現場での環境保全・マニフェスト

及び産廃契約書類管理 

 

●総務・経理   社内での⼆酸化炭素排出量削減に向けての活動統括 

              

  

代表取締役社⻑
坂⼝ 公彦

専務取締役

環境管理責任者

⾶⾕ 暁儀

営業

岡⽥ 勇規

アルバイト

3名

総務 経理

坂⼝ 美由紀
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●⽇常業務における⾏動指針に基づく環境活動 

環境負荷・⽬標及び達成状況 

  

 
2020 年
度実績 

2021 年度 

実績/⽬標 

達
成 
判
定 

2022 年
度⽬標 

2023 年
度⽬標 ⽬標 実積 

廃
棄
物
等
総
排
出
量
 
 (

ｔ) 

  

  

⼀
般
廃
棄
物
︵
㎏
︶ 

新聞紙 0 0.0 0.0 - 〇 0 0 

段ボール 200 0.0 0.0 - 〇 0 0 

かん・ビン 0 0.0 0.0 - 〇 0 0 

ペットボトル 0 0.0 0.0 - 〇 0 0 

その他可燃ごみ 37 35 33 0.94 〇 32 31 

⼩計 237 35 33 0.94 〇 32 31 

産
業
廃
棄
物
排
出
量
 (

ｔ) 
 

アスファルト 0.0 0.0 0.0 - 〇 

分別・ 
再資源 
化推進 

分別・ 
再資源 
化推進 

がれき 1.25 3 20.3 6.77 × 

ガラスくず 0.5 2 1.42 0.71 〇 

廃プラスチック 1.3 2 0.12 0.06 〇 

⾦属くず 0 0 0 - 〇 

⽊くず 2.3 5 2 0.4 〇 

コンクリート 15 20 68 3.4 × 

⼩計 20 32 91 2.84 × - - 

光
熱
費 

  電⼒量（kWh） 7855 7500   9623 1.28 × 6500 6500 

ガス（㎥） 0.0 0.0 0.0 ― 〇 0 0 

ガソリン（L） 7345 6610 3579 0.54 〇 3500 3500 

CO₂排出量 22036 20105 14423  0.71 〇 12254 12254 

⽔道（㎥） 39.0 38.0 51     1,34 × 38 35 

・購⼊電⼒の⼆酸化炭素排出量排出係数は、2018 年度（平成 30 年度）の中国電⼒の調整後排出係数
0.636kg- CO₂/kWh を使⽤しています。 
・ガソリンの⼆酸化炭素排出量排出係数は、2.32kg- CO₂/kWh を使⽤しています。 
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環境活動の評価【⽇常業務における取組み】 

 
                                             

消費電⼒の低減 

実施項⽬ 

・不要な照明はこまめに切る。 

・エアコンの設定温度の統⼀確認 

・エアコンの定期点検実施                         

⽬標の 128％ 未達 
                                             
 
 

① ⾃動⾞燃料の削減 

実施項⽬ 

・地域密着型営業 ⾏動ルートの効率家 

給油カードによる給油に切り替え、 

数値を徹底管理 

・⽇報への⾛⾏距離の⼊⼒義務化 

⽬標の 54％ 達成 ✊ 
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② 倉庫の整理、在庫管理、棚卸表の項⽬別作成 

実施項⽬ 

・倉庫内の断捨離、整理、在庫状況の表による管理、視覚化 
                                              

③ ⼀般廃棄物 

実施項⽬ 

・不要なカタログを増やさない。 

→WEB カタログの活⽤ 

⽬標の 94％ 達成 ✊ 
                                           

④ 紙資源の有効活⽤ 

実施項⽬ 

・データ時のチェックの再徹底 

・社内資料への裏紙の使⽤ 
                                             

⑤ グリーン購⼊について 

実施項⽬ 

・備品、⽂房具（コピー⽤紙、のり等）グリーンマーク商品を購⼊する。 
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●建築業務における⾏動指針に基づく環境活動 

環境活動の評価【建築業務における取組み】 

 

2022 年度の取組み⽬標 

活動計画 
2022 年度実績 

達成 

判定 

建
築
業
務
に
お
け
る
取
組 

既存建物を壊さず再⽣す

るリノベーションを推進

します。 

継続的にリノベーション⼯事を実

施中です。引き続き取り組みます。 〇 

災害から既存建物を守る

ため、床下天井の消毒、補

強を推進します。 

現在施⾏中の飲⾷店、旅館改装⼯事

では、⾬漏り補修、省エネにつなが

る断熱補強を実施しました。 

〇 

⾃然素材を使⽤します。 

 

改装⼯事では、⽊材や岐⾩⼟岐市の

漆塗りの家具を提案しました。 
〇 

3S（清潔・整理・清掃）

を徹底します。 

建設現場では、3S（清潔・整理・清

掃）を徹底しています。 
〇 

 

緊急事態の想定訓練を実施しました。 

  ⽕災訓練（2022 年 4 ⽉ 1 ⽇）       避難訓練（2022 年 4 ⽉ 1 ⽇） 

 

 

環境関連法規等の遵守 
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状況の確認及び評価の結果、並びに違反訴訟

の有無 
適⽤される法規制 適⽤される事項 順守 

廃棄物処理法 ・処理業者との契約、保管基準、表⽰ 

・マニフェスト管理（A、B2、D、E 票）5 年保存 

・マニフェスト交付等状況報告書の提出（6 ⽉末） 

○ 

建設リサイクル法 ・届出、分別解体、再資源化 ○ 

騒⾳規制法 ・特定建設作業の届出 ○ 

振動規制法 ・特定建設作業の届出 ○ 

⽔質汚濁法 ・油類の保管、油・汚泥流出防⽌ ○ 

フロン排出抑制法 ・解体する建物において業務⽤のエアコン・ 冷

凍冷蔵機器の事前確認し、その結果を書⾯で発

注者に説明し、書⾯の写しを 3 年間保存  

・事務所の業務⽤空調機の簡易点検（3 ヶ⽉に

１回）記録の保存 

○ 

⼤気汚染防⽌法 ・建材含有⽯綿事前調査結果の報告 ○ 

 

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、遵守されていました。な

お、違反、訴訟等も過去 3 年間ありません。 
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評価と⾒直し・総括 
 

今期は、解体⼯事等例年より売り上げが上がり、産廃排出量はかなり増えてき

てしまいましたが、適正な管理⽅法を⾒直し、事務所の整理、5S に努めてま

いりました。いかに無駄を省き、効率を上げていくかが、昨今の環境問題に 

対して⾃社が取り組むべき、⼀歩だと改めて感じております。 

その結果、利益の向上につながり、地域、社員に還元できると考えております。 

エコアクションに取り組む中で、経営理念も⾒直しました。 

引き続き、更なる向上に向けて引き続き社員⼀同取り組んで参りたいと思い

ます。 

 

2022 年 10 ⽉ 1 ⽇ 

株式会社コアブリッジ 

代表取締役社⻑  坂⼝ 公彦 
 

 


